
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】駆動モータの駆動力を誤差なしに超音波振動子

の回動力に変換させることによって高品質の3次元映像

を得ることを可能にする超音波診断装置のプローブの超

音波振動子回動装置を提供する。

【解決手段】ベースとベース上に位置する多数の超音波

振動子を含む超音波診断装置のプローブにおいて超音波

振動子を回動させるための装置は、超音波振動子回動可

能なように設けられる回動軸と;回動軸の一端部に結合

されるワイヤホルダーと;駆動モータと;駆動モータと共

に回転する中空のハウジング、ハウジングの内部の弾性

部材、弾性部材から所定大きさの張力を印加されるワイ

ヤーロープ組立体とからなる。弾性部材はトーションコ

イルスプリングからなり、トーションコイルスプリング

の両端にはフック部が折曲形成される。一対のワイヤー

ロープはワイヤホルダーとトーションコイルスプリング

のフック部の間で相互交差して配置される。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ベ ー ス と 前 記 ベ ー ス 上 に 位 置 す る 多 数 の 超 音 波 振 動 子 を 含 む 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ
に お い て 前 記 超 音 波 振 動 子 を 回 動 さ せ る た め の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 超 音 波 振 動 子 を 支 持 し て 前 記 ベ ー ス 上 に 回 動 可 能 な よ う に 設 け ら れ る 回 動 軸 と ;
　 前 記 回 動 軸 の 一 端 部 に 結 合 さ れ る ワ イ ヤ ホ ル ダ ー と ;
　 前 記 ベ ー ス に 固 定 さ れ 、 駆 動 軸 を 有 す る 駆 動 モ ー タ と ;
　 前 記 駆 動 モ ー タ の 駆 動 軸 と 連 結 さ れ て 共 に 回 転 す る 中 空 の ハ ウ ジ ン グ 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ
の 内 部 に 備 え ら れ る 弾 性 部 材 、 一 端 が 前 記 弾 性 部 材 に 連 結 さ れ て 他 端 が 前 記 ワ イ ヤ ホ ル ダ
ー に 連 結 さ れ て 前 記 弾 性 部 材 か ら 所 定 大 き さ の 張 力 を 印 加 さ れ た 一 対 の ワ イ ヤ ー ロ ー プ を
含 む ワ イ ヤ ー ロ ー プ 組 立 体 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ の 超 音
波 振 動 子 回 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 弾 性 部 材 は ト ー シ ョ ン コ イ ル ス プ リ ン グ で あ り 、
　 前 記 ト ー シ ョ ン コ イ ル ス プ リ ン グ の 両 端 に は 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 外 部 に 露 出 さ れ て 前 記 一
対 の ワ イ ヤ ー ロ ー プ の 各 一 端 が 掛 か る よ う に フ ッ ク 部 が 折 曲 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 1に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ の 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 一 対 の ワ イ ヤ ー ロ ー プ は 前 記 ワ イ ヤ ホ ル ダ ー と 前 記 ト ー シ ョ ン コ イ ル ス プ リ ン グ の
フ ッ ク 部 の 間 で 相 互 交 差 し て 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 2に 記 載 の 超 音 波 診 断 装
置 の プ ロ ー ブ の 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 駆 動 モ ー タ が ス テ ッ プ モ ー タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 超 音 波 診 断
装 置 の プ ロ ー ブ の 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 駆 動 モ ー タ と 前 記 ワ イ ヤ ー ロ ー プ 組 立 体 と の 間 に 備 え ら れ て 前 記 駆 動 モ ー タ の 回 転
速 度 を 所 定 大 き さ に 減 速 し て 前 記 ワ イ ヤ ー ロ ー プ 組 立 体 に 伝 達 す る た め の 減 速 手 段 を さ ら
に 含 み 、
　 前 記 減 速 手 段 は 前 記 駆 動 モ ー タ の 駆 動 軸 に 結 合 さ れ る 駆 動 プ ー リ と 、 前 記 駆 動 プ ー リ と
一 直 線 上 に 位 置 す る 縦 動 プ ー リ と 、 前 記 駆 動 プ ー リ と 縦 動 プ ー リ に 共 に 巻 か れ る ベ ル ト と
、 一 端 が 前 記 縦 動 プ ー リ の 中 心 部 に 結 合 さ れ て 他 端 が 前 記 ワ イ ヤ ー ロ ー プ 組 立 体 の ハ ウ ジ
ン グ の 中 心 部 に 結 合 さ れ る 縦 動 軸 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 超 音 波 診 断
装 置 の プ ロ ー ブ の 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 駆 動 プ ー リ と 縦 動 プ ー リ の 外 周 面 に は 歯 が 形 成 さ れ 、 前 記 ベ ル ト は 前 記 駆 動 プ ー リ
と 縦 動 プ ー リ の 歯 と 歯 合 さ れ る 歯 が 形 成 さ れ た タ イ ミ ン グ ベ ル ト で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 5に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ の 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 駆 動 モ ー タ の 駆 動 軸 側 の 一 面 に は 前 記 駆 動 モ ー タ を 前 記 ベ ー ス の 外 側 底 面 に 固 定 さ
せ る た め の モ ー タ 支 持 板 が 結 合 さ れ 、
　 前 記 モ ー タ 支 持 板 は 前 記 駆 動 プ ー リ と 前 記 縦 動 プ ー リ の 隔 離 距 離 を 調 節 し て 前 記 ベ ル ト
の 張 力 を 調 節 す る 張 力 調 節 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 5に 記 載 の 超 音 波 診 断 装
置 の プ ロ ー ブ の 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 張 力 調 節 手 段 は 前 記 ベ ー ス に 設 け ら れ る よ う に ボ ル ト が 貫 通 す る 少 な く と も 一 つ の
ボ ル ト 貫 通 孔 と 、 前 記 モ ー タ 支 持 板 の 上 端 角 部 に 上 向 き に 延 び る 延 長 部 と 、 前 記 延 長 部 の
先 端 に 直 角 に 折 り 曲 げ ら れ て 延 び る 折 曲 部 と 、 前 記 折 曲 部 に 垂 直 方 向 に 備 え ら れ る ボ ル ト
締 結 孔 と 、 前 記 ボ ル ト 締 結 孔 に 挿 入 さ れ て 締 結 さ れ 前 記 ベ ー ス の 外 側 底 面 に 先 端 部 が 接 触
す る ボ ル ト を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 7に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ の 超 音 波
振 動 子 回 動 装 置 。
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【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ボ ル ト 貫 通 孔 は 垂 直 方 向 に 長 さ が 長 い ス ロ ッ ト 形 状 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 8に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ の 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 3次 元 立 体 映 像 を 得 る た め の 超 音 波 診 断
装 置 の プ ロ ー ブ の 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 超 音 波 診 断 装 置 は 多 数 の 超 音 波 振 動 子 の 集 合 か ら な る プ ロ ー ブ を 利 用 し て 被 検
査 体 に 超 音 波 を 放 射 し た 後 、 そ の 反 射 信 号 を 利 用 し て 映 像 を 生 成 す る 装 置 で 、 特 に 生 命 体
内 の 異 物 の 検 出 、 傷 害 程 度 の 測 定 、 腫 よ う の 観 察 及 び 胎 児 の 観 察 な ど の よ う に 医 学 用 に 有
用 に 使 用 さ れ る 。 近 来 に は よ り 正 確 な 医 学 的 判 断 の た め に 超 音 波 診 断 時 に 超 音 波 振 動 子 を
回 動 さ せ て 3次 元 映 像 を 得 る 技 術 が 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の 一 例 が 日 本 特 許 公 開 公 報 第 2002-153464号 に 開 示 さ れ て お り 、
図 9及 び 図 10を 参 照 し て 説 明 す る こ と に す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 9は 従 来 の 超 音 波 3次 元 映 像 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ の 内 部 構 造 を 概 略 的 に 示 し た 一 部 断 面
図 で 、 図 10は 超 音 波 振 動 子 を 回 動 さ せ る た め の 動 力 伝 達 構 造 を 概 略 的 に 示 し た 側 面 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ ら に 示 さ れ た 通 り 、 従 来 の 超 音 波 プ ロ ー ブ (1)は 上 端 が 開 放 さ れ た ケ ー ス (10)と 、
ケ ー ス (10)の 内 部 に 収 容 さ れ る ベ ー ス (20)と 、 ベ ー ス (20)に 回 転 可 能 に 結 合 さ れ る 回 転 軸
(32)を 有 し て 超 音 波 振 動 子 集 合 体 (図 示 せ ず )を 支 持 す る た め の ト ラ ン ス デ ュ ー サ (30)と 、
ト ラ ン ス デ ュ ー サ (30)を 所 定 角 度 の 範 囲 内 に 回 動 さ せ る た め の 駆 動 モ ー タ (40)と 、 駆 動 モ
ー タ (40)の 駆 動 力 を ト ラ ン ス デ ュ ー サ (30)の 回 転 軸 (32)に 伝 達 す る た め の 動 力 伝 達 手 段 と
、 開 放 さ れ た ケ ー ス (10)の 上 端 に 結 合 さ れ て 被 検 者 の 身 体 と 直 接 接 触 す る カ バ ー (12)か ら
な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ト ラ ン ス デ ュ ー サ (30)の 回 転 軸 (32)は ベ ー ス (20)の 上 部 に 水 平 方 向 に 配 置 さ れ 、 両 端 が
ベ ア リ ン グ (34)に よ り ベ ー ス (20)に 回 転 可 能 に 結 合 さ れ る 。 駆 動 モ ー タ (40)は ス テ ッ ピ ン
グ モ ー タ ー か ら な り 、 ベ ー ス (20)の 外 部 一 側 面 に 付 着 さ れ る 。 駆 動 モ ー タ (40)の 駆 動 軸 (4
2)は ベ ー ス (20)の 内 部 に 水 平 方 向 に 進 入 し て ベ ア リ ン グ (44)に よ っ て 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 駆 動 モ ー タ (40)の 駆 動 力 を ト ラ ン ス デ ュ ー サ (30)の 回 転 軸 (32)に 伝 達 す る た め の 手 段 は
駆 動 モ ー タ (40)の 駆 動 軸 (42)に 結 合 さ れ た 駆 動 プ ー リ (46)と 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ (30)の 回
転 軸 (32)に 結 合 さ れ て 駆 動 プ ー リ (46)と 上 下 一 直 線 上 に 位 置 す る 縦 動 プ ー リ (48)と 、 駆 動
プ ー リ (46)と 縦 動 プ ー リ (48)に 共 に 巻 か れ て い る 駆 動 ベ ル ト (49)を 含 む 。 駆 動 ベ ル ト (49)
は 四 角 形 の 断 面 を 有 す る フ ラ ッ ト ス ト リ ッ プ か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 駆 動 モ ー タ (40)が 駆 動 さ れ る と 、 図 10の 矢 印 Aと し て 示 さ れ た 方 向 に 駆 動 プ ー リ (46)が
回 転 す る 。 駆 動 プ ー リ (46)が A方 向 に 回 転 す る 時 、 縦 動 プ ー リ (48)は 駆 動 ベ ル ト (49)を 通
じ て A方 向 に 回 転 す る 。 反 面 、 駆 動 プ ー リ (46)が 図 10の 矢 印 Bと し て 示 さ れ た 方 向 に 回 転 す
る 時 、 縦 動 プ ー リ (48)は 駆 動 ベ ル ト (49)に よ り B方 向 に 回 転 す る よ う に 駆 動 さ れ る 。 従 っ
て 、 縦 動 プ ー リ (48)に 回 転 軸 (32)が 結 合 さ れ て い る ト ラ ン ス デ ュ ー サ (30)及 び ト ラ ン ス デ
ュ ー サ (30)に 支 持 さ れ た 超 音 波 振 動 子 集 合 体 は 所 定 の 角 度 範 囲 以 内 で 回 動 す る よ う に な る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 し か し 、 前 記 の よ う に 構 成 さ れ た 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ の 超 音 波 振 動 子 回 動
装 置 に お い て 、 駆 動 プ ー リ と 駆 動 ベ ル ト 、 縦 動 プ ー リ と 駆 動 ベ ル ト 間 に ス リ ッ プ 現 像 が 起
き て 駆 動 モ ー タ の 駆 動 力 が 完 全 に 超 音 波 振 動 子 を 支 持 す る ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 回 転 力 に 変
換 さ れ な い だ け で な く 、 駆 動 モ ー タ 自 体 の 振 動 が 駆 動 ベ ル ト に よ り 駆 動 モ ー タ と 直 結 し た
ト ラ ン ス デ ュ ー サ に 伝 達 さ れ る た め 、 3次 元 映 像 の 獲 得 が 不 連 続 的 に な り 、 照 映 間 隔 が 一
定 で な く 、 映 像 の 質 が 低 下 し て 診 断 の 誤 差 が 非 常 に 広 範 囲 に 発 生 す る よ う に な る 深 刻 な 問
題 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 反 復 的 な 作 動 に よ り 駆 動 ベ ル ト が 伸 び る 場 合 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 回 動 が 不 可 能
に な る こ と が あ り 、 こ れ を 防 止 す る た め に 駆 動 ベ ル ト に 別 途 の 張 力 印 加 手 段 を 備 え て も 制
限 さ れ た プ ロ ー ブ の 大 き さ に よ り 設 置 上 多 く の 制 約 が 伴 っ て プ ロ ー ブ の 大 き さ を 不 要 に 増
大 さ せ る よ う に な る 問 題 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ３ ４ ６ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 す る た め の も の で 、 本 発 明 の 目 的 は 駆 動 モ
ー タ の 駆 動 力 を 誤 差 な し に 超 音 波 振 動 子 の 回 動 力 に 変 換 さ せ る こ と に よ っ て 高 品 質 の 3次
元 映 像 を 得 る こ と が で き る よ う に す る 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ の 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置
を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ の 超 音 波 振 動 子 回 動
装 置 は 、 ベ ー ス と ベ ー ス 上 に 位 置 す る 多 数 の 超 音 波 振 動 子 を 含 む 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー
ブ に お い て 、 超 音 波 振 動 子 を 支 持 し て ベ ー ス 上 に 回 動 可 能 に 設 け ら れ る 回 動 軸 と ;回 動 軸
の 一 端 部 に 結 合 さ れ る ワ イ ヤ ホ ル ダ ー と ;ベ ー ス に 固 定 さ れ 、 駆 動 軸 を 有 す る 駆 動 モ ー タ
と ;駆 動 モ ー タ の 駆 動 軸 と 連 結 さ れ て 共 に 回 転 す る 中 空 の ハ ウ ジ ン グ 、 ハ ウ ジ ン グ の 内 部
に 備 え ら れ る 弾 性 部 材 、 一 端 が 弾 性 部 材 に 連 結 さ れ て 他 端 が ワ イ ヤ ホ ル ダ ー に 連 結 さ れ て
弾 性 部 材 か ら 所 定 大 き さ の 張 力 を 印 加 受 け る 一 対 の ワ イ ヤ ー ロ ー プ を 含 む ワ イ ヤ ー ロ ー プ
組 立 体 と か ら な る 。 　
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 望 ま し く は 、 弾 性 部 材 は ト ー シ ョ ン コ イ ル ス プ リ ン グ で あ り 、 ト ー シ ョ ン コ イ ル
ス プ リ ン グ の 両 端 に は ハ ウ ジ ン グ の 外 部 に 露 出 さ れ て 一 対 の ワ イ ヤ ー ロ ー プ の 各 一 端 が 掛
か る よ う に フ ッ ク 部 が 折 曲 形 成 さ れ る 。 一 対 の ワ イ ヤ ー ロ ー プ は ワ イ ヤ ホ ル ダ ー と ト ー シ
ョ ン コ イ ル ス プ リ ン グ の フ ッ ク 部 の 間 で 相 互 交 差 し て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 望 ま し く は 、 駆 動 モ ー タ は ス テ ッ プ モ ー タ か ら な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 望 ま し く は 、 プ ロ ー ブ の 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 は 、 駆 動 モ ー タ と ワ イ ヤ ー ロ ー プ
組 立 体 と の 間 に 備 え ら れ て 駆 動 モ ー タ の 回 転 速 度 を 所 定 大 き さ に 減 速 し て ワ イ ヤ ー ロ ー プ
組 立 体 に 伝 達 す る た め の 減 速 手 段 を さ ら に 含 み 、 減 速 手 段 は 駆 動 モ ー タ の 駆 動 軸 に 結 合 さ
れ る 駆 動 プ ー リ と 、 駆 動 プ ー リ と 一 直 線 上 に 位 置 す る 縦 動 プ ー リ と 、 駆 動 プ ー リ と 縦 動 プ
ー リ に 共 に 巻 か れ る ベ ル ト と 、 一 端 が 縦 動 プ ー リ の 中 心 部 に 結 合 さ れ て 他 端 が ワ イ ヤ ー ロ
ー プ 組 立 体 の ハ ウ ジ ン グ の 中 心 部 に 結 合 さ れ る 縦 動 軸 か ら な る 。 駆 動 プ ー リ と 縦 動 プ ー リ
の 外 周 面 に は 歯 が 形 成 さ れ 、 ベ ル ト は 駆 動 プ ー リ と 縦 動 プ ー リ の 歯 と 歯 合 さ れ る 歯 が 形 成
さ れ た タ イ ミ ン グ ベ ル ト か ら な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 望 ま し く は 、 駆 動 モ ー タ の 駆 動 軸 側 の 一 面 に は 駆 動 モ ー タ を ベ ー ス の 外 側 底 面 に
固 定 さ せ る た め の モ ー タ 支 持 板 が 結 合 し 、 モ ー タ 支 持 板 は 駆 動 プ ー リ と 縦 動 プ ー リ の 隔 離
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距 離 を 調 節 し て ベ ル ト の 張 力 を 調 節 す る 張 力 調 節 手 段 を 有 す る 。 張 力 調 節 手 段 は ベ ー ス に
設 け ら れ る よ う に ボ ル ト が 貫 通 す る 少 な く と も 一 つ の ボ ル ト 貫 通 孔 と 、 モ ー タ 支 持 板 の 上
端 角 部 に 上 向 き に 延 び る 延 長 部 と 、 延 長 部 の 先 端 に 直 角 に 折 り 曲 げ ら れ て 延 び る 折 曲 部 と
、 折 曲 部 に 垂 直 方 向 に 備 え ら れ る ボ ル ト 締 結 孔 と 、 ボ ル ト 締 結 孔 に 挿 入 さ れ て 締 結 さ れ ベ
ー ス の 外 側 底 面 に 先 端 部 が 接 触 す る ボ ル ト を 含 む 。 ボ ル ト 貫 通 孔 は 垂 直 方 向 に 長 さ が 長 い
ス ロ ッ ト 形 状 に 形 成 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ の 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 に お い て 、 駆 動 モ ー タ
の 駆 動 軸 に 結 合 さ れ た 駆 動 プ ー リ 、 縦 動 軸 に 結 合 さ れ た 縦 動 プ ー リ 、 駆 動 プ ー リ と 縦 動 プ
ー リ を 連 結 す る タ イ ミ ン グ ベ ル ト は 互 い に 歯 合 さ れ 、 ト ー シ ョ ン コ イ ル ス プ リ ン グ に よ り
所 定 大 き さ 以 上 の 張 力 を 印 加 さ れ る 二 つ の ワ イ ヤ ー ロ ー プ に よ り ト ラ ン ス デ ュ ー サ が 回 動
す る よ う に 構 成 さ れ て い る た め 、 こ れ ら の 動 力 伝 達 構 成 要 素 間 に は ス リ ッ プ 現 像 が お き な
い の で 、 駆 動 モ ー タ の 駆 動 力 が 完 全 に ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 回 動 力 に 変 換 さ れ て 3次 元 映 像
の 獲 得 が 連 続 的 に な り 、 照 映 間 隔 が 一 定 し て 映 像 の 質 が 優 れ 、 従 っ て 、 診 断 上 の エ ラ ー を
減 少 さ せ る こ と が で き る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 長 期 間 の 反 復 的 な 作 動 に よ り ワ イ ヤ ー ロ ー プ が 少 し ず つ 伸 び て も ト ー シ ョ ン コ イ
ル ス プ リ ン グ の 弾 性 復 元 力 を 継 続 し て 印 加 さ れ る た め に ワ イ ヤ ー ロ ー プ に は 常 に 一 定 の 張
力 が 作 用 す る よ う に な る の で 、 プ ロ ー ブ の 作 動 信 頼 性 が 向 上 す る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 縦 動 プ ー リ と 駆 動 プ ー リ と の 隔 離 距 離 を 容 易 に 調 節 で き る 手 段 を 提 供 す る こ と で
プ ロ ー ブ の 初 期 製 作 時 の タ イ ミ ン グ ベ ル ト の 張 力 を 容 易 に 調 節 で き る 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 添 付 さ れ た 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 に 対 す る 望 ま し い 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 1及 び 図 2は そ れ ぞ れ 本 発 明 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ の 外 観 及 び 内 部 構 造 を 示
し た 斜 視 図 で 、 図 3は 本 発 明 に よ る 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 の 構 造 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 に 示 さ れ た 通 り 、 プ ロ ー ブ (100)は 外 観 を 形 成 す る ケ ー ス (110)と 、 ケ ー ス (110)の 内
部 に 収 容 さ れ て 固 定 さ れ る ベ ー ス (120)と 、 ベ ー ス (120)に 回 動 可 能 に 結 合 さ れ て 多 数 の 超
音 波 振 動 子 を 含 む 超 音 波 振 動 子 集 合 体 (130)と 、 超 音 波 振 動 子 集 合 体 (130)を 回 動 さ せ る た
め の 駆 動 モ ー タ (140)と 、 駆 動 モ ー タ (140)の 駆 動 力 を 超 音 波 振 動 子 集 合 体 (130)に 伝 達 さ
せ る た め の 動 力 伝 達 手 段 及 び ケ ー ス (110)の 上 端 に 結 合 さ れ て 被 検 者 の 身 体 に 直 接 接 触 す
る カ バ ー (112)と で 大 き く 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 超 音 波 振 動 子 集 合 体 (130)を 支 持 す る ト ラ ン ス デ ュ ー サ (132)の 両 端 に は 超 音 波 振 動 子 集
合 体 (130)と ト ラ ン ス デ ュ ー サ (132)が 回 動 可 能 な よ う に 回 動 軸 (136)が 突 出 形 成 さ れ て い
る 円 板 形 状 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ ホ ル ダ ー (134)と 、 後 述 す る ワ イ ヤ ー ロ ー プ (172,174)の 一
端 が 固 定 さ れ る 略 「 C」 形 状 の ワ イ ヤ ホ ル ダ ー (138)が 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ベ ー ス (120)の 上 部 に 超 音 波 振 動 子 集 合 体 (130)と ト ラ ン ス デ ュ ー サ (132)が 安 着 さ れ 、
上 端 枠 に は ト ラ ン ス デ ュ ー サ ホ ル ダ ー (134)の 回 動 軸 (136)を 支 持 す る た め の 一 対 の 軸 ホ ル
ダ ー (122)が 互 い に 対 向 し て 形 成 さ れ る 。 各 軸 ホ ル ダ ー (122)に は 回 動 軸 (136)の 回 転 を 助
け る ベ ア リ ン グ (124)が 嵌 め ら れ る 。 ベ ー ス (120)の 外 側 底 面 一 側 に は 駆 動 モ ー タ (140)を
装 着 す る た め の モ ー タ ブ ラ ケ ッ ト (126)が 一 体 に 形 成 さ れ 、 駆 動 モ ー タ (140)の 駆 動 力 を 超
音 波 振 動 子 集 合 体 (130)に 伝 達 す る た め の ワ イ ヤ ー ロ ー プ 組 立 体 (160)が 収 容 さ れ る 収 容 部
(128)が モ ー タ ブ ラ ケ ッ ト (126)と 対 向 し て ベ ー ス (120)の 外 側 底 面 に 一 体 に 形 成 さ れ る 。
ま た 、 ベ ー ス (120)に は 超 音 波 振 動 子 集 合 体 (130)と 超 音 波 診 断 装 置 本 体 (図 示 せ ず )と の 信
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号 伝 達 の た め の ケ ー ブ ル が 接 続 さ れ る コ ネ ク タ (139a)及 び 印 刷 回 路 基 板 (139b)が 装 着 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 駆 動 モ ー タ (140)は 入 力 信 号 に 対 し て 一 定 の 角 度 を 回 転 す る ス テ ッ プ モ ー タ か ら な る が
、 こ れ は ス テ ッ プ モ ー タ が 正 確 な 角 度 制 御 及 び モ ー タ ド ラ イ バ の 特 性 に よ っ て プ ー ル ス テ
ッ プ 、 ハ ー フ ス テ ッ プ 及 び マ イ ク ロ ス テ ッ プ 等 の 多 様 な 駆 動 が 可 能 で あ り 、 他 の モ ー タ に
比 べ て 停 止 ト ル ク に 優 れ 、 角 度 誤 差 が 累 積 し な い 長 所 を 有 す る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 4は 、 本 発 明 に よ る 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 の 駆 動 モ ー タ の 組 立 構 造 を 示 し た 分 解 斜 視
図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 3と 図 4に 示 さ れ た 通 り 、 駆 動 モ ー タ (140)は 駆 動 軸 (142)が ワ イ ヤ ー ロ ー プ 組 立 体 (160
)と 反 す る 方 向 を 向 く よ う に 配 置 さ れ 、 駆 動 軸 (142)の 先 端 に は 駆 動 プ ー リ (144)が 結 合 さ
れ る 。 駆 動 プ ー リ (144)の 上 側 に は 縦 動 プ ー リ (146)が 駆 動 プ ー リ (144)と 一 直 線 上 に 位 置
す る 。 駆 動 プ ー リ (144)と 縦 動 プ ー リ (146)の 外 周 面 に は 歯 が 形 成 さ れ 、 プ ー リ (144,146)
の 歯 と 歯 合 さ れ る 歯 が 形 成 さ れ た タ イ ミ ン グ ベ ル ト (148)が 駆 動 プ ー リ (144)と 縦 動 プ ー リ
(146)を 連 結 す る よ う に 備 え ら れ る 。 縦 動 プ ー リ (146)の 中 心 に は 縦 動 軸 (149)の 一 端 が 結
合 さ れ て 縦 動 プ ー リ (146)と 縦 動 軸 (149)が 共 に 回 転 可 能 に な り 、 縦 動 軸 (149)の 他 端 は 前
記 収 容 部 (128、 図 2参 照 )内 に 進 入 し て ワ イ ヤ ー ロ ー プ 組 立 体 (160)の ハ ブ (166)に 結 合 さ れ
る 。 こ の よ う に 駆 動 モ ー タ (140)と ワ イ ヤ ー ロ ー プ 組 立 体 (160)間 で 動 力 伝 達 の た め に 駆 動
プ ー リ (144)、 縦 動 プ ー リ (146)及 び タ イ ミ ン グ ベ ル ト (148)を 設 け る こ と は 駆 動 モ ー タ (14
0)の 回 転 速 度 に 対 す る 適 切 な 減 速 比 を 得 る た め で あ る 。 符 号 (147)は 、 縦 動 軸 (149)の 先 端
に ベ ア リ ン グ を 介 し て 結 合 さ れ て 縦 動 軸 (149)と 縦 動 プ ー リ (146)の 位 置 を 決 定 す る た め に
ベ ー ス (120)の モ ー タ ブ ラ ケ ッ ト (126)に ボ ル ト 結 合 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 縦 動 プ ー リ 支
持 板 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 駆 動 モ ー タ (140)を ベ ー ス (120)に 固 定 さ せ る た め の モ ー タ 支 持 板 (150)は 略 四 角 板 形 状
か ら な り 、 モ ー タ 支 持 板 (150)に は 駆 動 モ ー タ (140)と の 結 合 の た め の 複 数 の 第 1ボ ル ト 貫
通 孔 (152)と 、 ベ ー ス (120)の モ ー タ ブ ラ ケ ッ ト (126)と の 結 合 の た め の 複 数 の 第 2ボ ル ト 貫
通 孔 (154)が 備 え ら れ て い る 。 ま た 、 モ ー タ 支 持 板 (150)の 上 端 角 部 に は 一 体 に 上 向 き に 延
び る 一 対 の 延 長 部 (156)が 形 成 さ れ 、 各 延 長 部 (156)の 先 端 に は 直 角 に 折 り 曲 げ ら れ て 互 い
に 遠 く な る 方 向 に 延 び る 折 曲 部 (158)が 形 成 さ れ る 。 各 折 曲 部 (158)に は 垂 直 方 向 に ボ ル ト
締 結 孔 (158a)が 形 成 さ れ て い る が 、 こ の 作 用 効 果 を 説 明 す る こ と に す る 。 ま ず 、 駆 動 モ ー
タ (140)と 結 合 さ れ て い る モ ー タ 支 持 板 (150)の 第 2ボ ル ト 貫 通 孔 (154)と ベ ー ス (120)の モ
ー タ ブ ラ ケ ッ ト (126)に 備 え ら れ て い る ボ ル ト 締 結 孔 (126a)を 相 互 整 列 さ せ て ボ ル ト を 締
結 し 、 縦 動 プ ー リ 支 持 板 (147)も ボ ル ト を 利 用 し て モ ー タ ブ ラ ケ ッ ト (126)に 固 定 さ せ る 。
以 後 、 駆 動 プ ー リ (144)と 縦 動 プ ー リ (146)に タ イ ミ ン グ ベ ル ト (148)を 巻 き 、 モ ー タ 支 持
板 (150)の 折 曲 部 (158)に 形 成 さ れ た ボ ル ト 締 結 孔 (158a)を 通 じ て ボ ル ト (159)を 挿 入 、 回
転 さ せ て 少 し ず つ 前 進 (図 4を 基 準 に 上 昇 )す る よ う に な る と 、 ボ ル ト (159)の 先 端 は ベ ー ス
(120)の 外 側 底 面 に 接 触 す る よ う に な る の で 、 ボ ル ト (159)の 前 進 す る 力 に 対 す る 反 作 用 力
が モ ー タ 支 持 板 (150)に 作 用 す る よ う に な る 。 従 っ て 、 モ ー タ 支 持 板 (150)、 駆 動 モ ー タ (1
40)及 び 駆 動 プ ー リ (144)は 少 し ず つ 下 降 し な が ら ベ ー ス (120)及 び 縦 動 プ ー リ (146)か ら 離
隔 さ れ る 。 ベ ー ス (120)に 対 す る モ ー タ 支 持 板 (150)の 昇 降 移 動 が 可 能 な よ う に す る た め に
モ ー タ 支 持 板 (150)に 形 成 さ れ た 第 2ボ ル ト 貫 通 孔 (154)は 上 下 方 向 に 長 さ が 長 い ス ロ ッ ト
形 状 を 有 す る 。 こ の よ う な 方 式 で 駆 動 プ ー リ (144)と 縦 動 プ ー リ (146)間 の 隔 離 距 離 を 調 節
す る こ と で タ イ ミ ン グ ベ ル ト (148)の 張 力 を 容 易 に 調 節 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 5は 、 本 発 明 に よ る 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 の ワ イ ヤ ー ロ ー プ 組 立 体 の 分 解 斜 視 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 図 5に 示 さ れ た 通 り 、 ワ イ ヤ ー ロ ー プ 組 立 体 (160)は 螺 旋 形 に 巻 か れ 、 両 端 に 略 「 U」 形
状 に 屈 曲 さ れ た フ ッ ク 部 (162a, 162b)が 形 成 さ れ て い る ト ー シ ョ ン コ イ ル ス プ リ ン グ (162
)と 、 ト ー シ ョ ン コ イ ル ス プ リ ン グ (162)を 収 容 す る 中 空 の 円 筒 形 ハ ウ ジ ン グ (164)と 、 ハ
ウ ジ ン グ (164)の 内 部 に 挿 入 さ れ て ス プ リ ン グ (162)の 中 心 を 貫 通 し て ス プ リ ン グ (162)を
支 持 す る た め の ハ ブ (166)と 、 一 端 が 前 記 ワ イ ヤ ホ ル ダ ー (138)に 固 定 さ れ て 他 端 が ス プ リ
ン グ (162)の フ ッ ク 部 (162a, 162b)に 掛 か っ て 固 定 さ れ る 一 対 の ワ イ ヤ ー ロ ー プ (172,174)
を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ハ ウ ジ ン グ (164)に は ス プ リ ン グ (162)の フ ッ ク 部 (162a, 162b)が 外 部 に 露 出 さ れ る よ う
に 切 開 部 (165)が 形 成 さ れ て お り 、 ハ ブ (166)の 中 心 部 に は 縦 動 軸 (149)の 端 部 が 押 入 さ れ
る 挿 入 ホ ー ル (167)が 形 成 さ れ て い る 。 ハ ブ (166)は ハ ウ ジ ン グ (164)を 貫 通 し て ハ ブ (166)
の 外 周 面 と 接 触 す る 複 数 の ボ ル ト (168)に よ り ハ ウ ジ ン グ (164)の 内 部 に か た く 結 合 さ れ る
。 ハ ブ (166)は ハ ウ ジ ン グ (164)と 分 離 さ れ て 備 え ら れ る こ と も で き 、 一 体 に 備 え ら れ る こ
と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 各 ワ イ ヤ ー ロ ー プ (172,174)の 一 端 が ト ラ ン ス デ ュ ー サ (132)に 結 合 さ れ た ワ イ ヤ ホ ル ダ
ー (138)に 掛 か っ て 固 定 で き る よ う に 金 属 材 質 の 第 1圧 着 部 材 (173a, 175a)が ワ イ ヤ ー ロ ー
プ (172,174)の 一 端 に 結 合 さ れ 、 ワ イ ヤ ホ ル ダ ー (138)に は ワ イ ヤ ー ロ ー プ (172,174)が 嵌
め ら れ る ス リ ッ ト (138a,図 3参 照 )が 形 成 さ れ る 。 ま た 、 各 ワ イ ヤ ー ロ ー プ (172,174)の 他
端 に は ス プ リ ン グ (162)の フ ッ ク 部 (162a, 162b)に 掛 か っ て 固 定 さ れ る よ う に 金 属 材 質 の
第 2圧 着 部 材 (173b, 175b)に よ り 決 着 部 (172a, 174a)が 形 成 さ れ る 。 第 1圧 着 部 材 (173a, 1
75a)と 第 2圧 着 部 材 (173b, 175b)に は ワ イ ヤ ー ロ ー プ (172,174)が 通 過 で き る 孔 が 形 成 さ れ
て お り 、 ワ イ ヤ ー ロ ー プ (172,174)を 孔 を 通 じ て 通 過 さ せ た 状 態 で 第 1及 び 第 2圧 着 部 材 (17
3a, 175a, 173b, 175b)に 外 力 を 加 え て ワ イ ヤ ー ロ ー プ (172,174)を 圧 着 で き る よ う に 変 形
を さ せ る よ う に な る 。 圧 着 部 材 (173a, 175a, 173b, 175b)は 外 力 に よ り 変 形 が お き や す い
軟 質 の 金 属 材 質 か ら な れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 6は 、 本 発 明 に よ る 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 の ワ イ ヤ ー ロ ー プ 組 立 体 と ト ラ ン ス デ ュ ー
サ と の 連 結 構 造 を 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 6に 示 さ れ た 通 り 、 ワ イ ヤ ー ロ ー プ (172,174)は 一 端 部 が ワ イ ヤ ホ ル ダ ー (138)の ス リ
ッ ト (138a,図 3参 照 )に 嵌 め ら れ 、 第 1圧 着 部 材 (173a, 175a)は ワ イ ヤ ホ ル ダ ー (138)に 掛 か
る よ う に な る 。 こ の よ う に 一 端 が 固 定 さ れ た 状 態 で ワ イ ヤ ー ロ ー プ (172,174)は ハ ウ ジ ン
グ の 外 周 面 に 接 触 し て 進 行 し 、 他 端 に 形 成 さ れ た 決 着 部 (172a, 174a)が ス プ リ ン グ (162)
の フ ッ ク 部 (162a, 162b)に そ れ ぞ れ 掛 か る よ う に な る 。 こ の 時 、 一 対 の ワ イ ヤ ー ロ ー プ (1
72,174)は 略 「 8」 形 状 に な る よ う に 交 差 す る が 、 図 6を 基 準 に ワ イ ヤ ホ ル ダ ー (138)の 左 側
に 一 端 が 固 定 さ れ た ワ イ ヤ ー ロ ー プ (172)は ハ ウ ジ ン グ (164)の 右 側 面 か ら 底 面 を 経 て 左 側
面 に 進 行 し た 後 、 他 端 に 形 成 さ れ た 決 着 部 (172a)が ス プ リ ン グ (162)の 左 側 フ ッ ク 部 (162a
)に 掛 か っ て 固 定 さ れ る 。 同 様 に 、 図 6を 基 準 に ワ イ ヤ ホ ル ダ ー (138)の 右 側 に 一 端 が 固 定
さ れ た ワ イ ヤ ー ロ ー プ (174)は ハ ウ ジ ン グ (164)の 左 側 面 か ら 底 面 を 経 て 右 側 面 に 進 行 し た
後 、 他 端 に 形 成 さ れ た 決 着 部 (174a)が ス プ リ ン グ (162)の 右 側 フ ッ ク 部 (162b)に 掛 か っ て
固 定 さ れ る 。 こ の よ う な ワ イ ヤ ー ロ ー プ (172,174)の 「 8」 形 状 配 置 構 造 に よ り ト ー シ ョ ン
コ イ ル ス プ リ ン グ (162)は 左 右 側 フ ッ ク 部 (162a, 162b)が 点 線 で 表 示 し た 定 常 状 態 の 位 置
か ら 実 線 で 表 示 し た よ う に 移 動 す る よ う に 弾 性 変 形 さ れ る 。 従 っ て 、 ス プ リ ン グ (162)の
弾 性 復 元 力 が 二 つ の ワ イ ヤ ー ロ ー プ (172,174)に 同 一 に 加 え ら れ 、 こ の 弾 性 復 元 力 が ワ イ
ヤ ー ロ ー プ (172,174)を ぴ ん と 張 っ た 状 態 に 維 持 さ せ る た め の 張 力 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 記 ワ イ ヤ ー ロ ー プ 組 立 体 (160)が 収 容 さ れ る ベ ー ス (120)の 収 容 部 (128)の 下 部 に は 収
容 部 (128)を 外 部 か ら 遮 蔽 さ せ て ベ ー ス (120)を 支 持 す る た め の 支 持 部 (180)が 結 合 さ れ 、
支 持 部 (180)に は ベ ー ス (120)と カ バ ー (112)の 内 部 に 超 音 波 透 過 液 体 を 供 給 す る た め の チ
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ュ ー ブ (182)が 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 記 駆 動 モ ー タ (140)と ベ ー ス 支 持 部 (180)の 下 部 に は こ れ ら を 支 持 す る た め の サ ポ ー ト
プ レ ー ト (184)が 位 置 し 、 サ ポ ー ト プ レ ー ト (184)の 下 部 に は 印 刷 回 路 基 板 (139b)に 連 結 さ
れ て 延 び る ケ ー ブ ル (図 示 せ ず )を 包 ん で プ ロ ー ブ の 外 部 に 引 出 さ せ る た め の ケ ー ブ ル ガ イ
ド 部 (186)が 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 下 で は 、 本 発 明 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ の 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 の 作 動 及 び
作 用 効 果 を 図 4、 図 7及 び 図 8を 参 照 し て 説 明 す る こ と に す る 。 図 7及 び 図 8は 、 本 発 明 に よ
る 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 の 作 動 例 を 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま ず 、 3次 元 超 音 波 映 像 を 獲 得 す る た め の 超 音 波 振 動 子 集 合 体 (130)の 回 転 駆 動 を 始 め る
前 に 、 超 音 波 振 動 子 集 合 体 (130)が ど の よ う な 回 転 角 度 に 位 置 し て い て も 超 音 波 振 動 子 集
合 体 (130)を 初 期 位 置 (通 常 、 真 中 に 位 置 )に 復 帰 さ せ な け れ ば な ら な い 。 こ の た め に プ ロ
ー ブ (100)は 現 在 の 超 音 波 振 動 子 集 合 体 の 位 置 信 号 を 診 断 装 置 の 本 体 に 転 送 し 、 診 断 装 置
本 体 は 超 音 波 振 動 子 集 合 体 の 位 置 信 号 に 基 づ い た 初 期 位 置 制 御 信 号 を 発 生 さ せ て プ ロ ー ブ
(100)に 転 送 し 超 音 波 振 動 子 集 合 体 (130)が 初 期 位 置 に 復 帰 さ れ る よ う に 位 置 を 補 正 す る 。
本 実 施 例 で は 、 超 音 波 振 動 子 集 合 体 (130)の 位 置 制 御 の た め に ト ラ ン ス デ ュ ー サ (132)の 一
側 に 永 久 磁 石 (図 示 せ ず )を 設 け 、 ベ ー ス (120)に 永 久 磁 石 と 対 応 す る よ う に ホ ー ル セ ン サ (
図 示 せ ず )を 設 け た 。 こ の よ う な ホ ー ル セ ン サ と 永 久 磁 石 を 利 用 し た 超 音 波 振 動 子 集 合 体
の 位 置 信 号 発 生 及 び 位 置 制 御 は 当 該 技 術 分 野 で 既 に 公 知 と な っ た 事 項 で あ る の で 、 こ れ に
対 す る 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 前 記 の 通 り に 、 超 音 波 振 動 子 集 合 体 (130)が 初 期 位 置 に 復 帰 す る よ う に 位 置 制 御 さ れ た
後 、 駆 動 モ ー タ (140)の 駆 動 に よ り 図 4で 矢 印 Aと し て 表 示 さ れ た 方 向 に 駆 動 プ ー リ (144)、
縦 動 プ ー リ (146)及 び 縦 動 軸 (149)が 回 転 す る と 、 縦 動 軸 (149)の 端 部 が 結 合 さ れ た ワ イ ヤ
ー ロ ー プ 組 立 体 (160)の ハ ブ (166)及 び ハ ウ ジ ン グ (164)が 図 7で 矢 印 Aと し て 表 示 さ れ た 方
向 に 回 転 す る 。 従 っ て 、 ハ ウ ジ ン グ (164)の 内 部 で ハ ブ (166)を 取 り 囲 ん で 固 定 さ れ た ト ー
シ ョ ン コ イ ル ス プ リ ン グ (162)も ハ ウ ジ ン グ (164)と 一 体 に A方 向 に 回 転 し 、 ト ー シ ョ ン コ
イ ル ス プ リ ン グ (162)の フ ッ ク 部 (162a, 162b)と ト ラ ン ス デ ュ ー サ (132)に 結 合 さ れ た ワ イ
ヤ ホ ル ダ ー (138)に 両 端 が 連 結 さ れ て い る 一 対 の ワ イ ヤ ー ロ ー プ (172,174)に よ り ト ラ ン ス
デ ュ ー サ (132)及 び 超 音 波 振 動 子 集 合 体 (130)が A方 向 に 所 定 角 度 回 動 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 前 記 A方 向 と は 反 対 に 、 図 4で 矢 印 Bと し て 表 示 さ れ た 方 向 に 駆 動 プ ー リ (144)、 縦 動 プ ー
リ (146)及 び 縦 動 軸 (149)が 回 転 す る よ う に 駆 動 モ ー タ (140)が 駆 動 さ れ る と 、 上 述 し た 通
り と 同 一 な 動 力 伝 達 構 造 に よ り ト ラ ン ス デ ュ ー サ (132)及 び 超 音 波 振 動 子 集 合 体 (130)は 図
8で 矢 印 Bと し て 表 示 さ れ た 方 向 に 所 定 角 度 回 動 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 は 前 記 の 実 施 例 に 限 定 さ れ ず 、 特 許 請 求 範 囲 で 請 求 す る 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 す る
こ と な く 当 該 発 明 の 属 す る 分 野 で 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 で あ れ ば 誰 で も 多 様 な 変 形 が 可 能
で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 例 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ の 外 観 を 示 し た 斜 視 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 例 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ の 内 部 構 造 を 示 し た 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 の 構 造 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 の 駆 動 モ ー タ の 組 立 構 造 を 示 し た 分 解 斜 視 図
で あ る 。
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【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 の ワ イ ヤ ー ロ ー プ 組 立 体 の 分 解 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 の ワ イ ヤ ー ロ ー プ 組 立 体 と ト ラ ン ス デ ュ ー サ
と の 連 結 構 造 を 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 の 作 動 例 を 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ る 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 の 他 の 作 動 例 を 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ の 内 部 構 造 を 概 略 的 に 示 し た 一 部 断 面 図 で あ る
。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 超 音 波 振 動 子 回 動 装 置 の 動 力 伝 達 構 造 を 概 略 的 に 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
100:プ ロ ー ブ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 120:ベ ー ス
130:超 音 波 振 動 子 集 合 体 　 　 　 　 　 　 132:ト ラ ン ス デ ュ ー サ
136:回 動 軸 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 138:ワ イ ヤ ホ ル ダ ー
140:駆 動 モ ー タ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 142:駆 動 軸
144:駆 動 プ ー リ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 146:縦 動 プ ー リ
148:タ イ ミ ン グ ベ ル ト 　 　 　 　 　 　 　 149:縦 動 軸
150:モ ー タ 支 持 板 　 　 　 　 　 　 　 　 　 154:ボ ル ト 貫 通 孔
156:延 長 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 158:折 曲 部
158a:ボ ル ト 締 結 孔  　 　 　 　 　 　 　 　 159:ボ ル ト
160:ワ イ ヤ ー ロ ー プ 組 立 体 　 　 　 　 　 162:ト ー シ ョ ン コ イ ル ス プ リ ン グ
162a,162b:フ ッ ク 部 　 　 　 　 　 　 　 　 164:ハ ウ ジ ン グ
166:ハ ブ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 172,174:ワ イ ヤ ー ロ ー プ
173a,173b,175a,175b:圧 着 部 材 　 　 　 172a,174a:決 着 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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